
快適な居住空間づくりに欠かせないのが音に関する問題です。マンションの開放廊下や階段など、硬いコンクリート床をハイヒール等で歩行
したりすると、床との間にコツコツといった耳ざわりな衝撃音が発生します。この衝撃音は、密度の高いコンクリート構造体によって、階上・階下
だけでなく室内まで響き、不快な騒音のもとになります。この床衝撃音をJISでは、このようなコツコツという靴音など比較的軽量で硬いもの
が起こすものを軽量床衝撃音と称し、子供が飛び跳ねたりするドスンというような、重くてやわらかいものが起こす衝撃音を重量床衝撃音とし
て区別しています。このうち床仕上げ材で改善できる軽量床衝撃音は、衝撃を吸収する弾力性のある床材を使用することにより軽減効果があ
ります。

JIS A 1440-1「実験室におけるコンクリート床上の床仕上げ構造の床衝撃音レベ
ル低減量の測定方法－第1部：標準軽量衝撃源による方法」準拠床衝撃源として、軽
量床衝撃音発生器（タッピングマシーン）を使用。残響室コンクリートスラブ床板の
厚さは150mmとし、その上に試料を施工し、試験体とします。一般的に2,000～
3,000Hzの範囲が聴覚の感度が高いとされています。

試験方法 

試験結果〈タキストロン〉

タキストロン、ナイスレイシートを施工することによって、 歩行によって発生する「コツコツ」といった軽量床衝撃音が
ほとんど気にならないレベルまで軽減されることがわかります。

※数値は試験値であり、保証値ではありません。
※数値は予告なく変更される場合があります。
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生活実感、プライバシーの確保

（出典）建築物の遮音性能基準と設計指針（第２版）　日本建築学会（編）
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試験結果〈タキステップ〉

タキステップを施工することによって、歩行によって発生する「コツコ
ツ」といった軽量床衝撃音が、ほとんど気にならないレベルまで軽減
されることがわかります。

※数値は試験値であり、保証値ではありません。
※試験結果は予告なく変更される場合があります。

床衝撃音遮断性

（単位：dB）※コンクリートスラブを基準とした低減量
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外部試験機関にて測定

試験台の上に試験体を貼り付け300mmの
高さより鋼球を落下させ、その時の発生音
を受音装置にて測定します。
2,000～3,000Hzの範囲が聴覚の感度が
高いとされています。
鋼球サイズ：約３0ｍｍΦ　
試験台厚み：５．６ｍｍ　
押出成形セメント板50mm
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マンションの共用廊下や階段、バルコニーで発生する騒音は、居住者や近隣住宅の安眠を妨げるなど、建築主や管理組合にとっても頭の痛い問題
です。タキロンシーアイの床材は塩化ビニル樹脂を主原料とする軟らかい製品ですので、歩行時の足音などを吸収しやわらげる効果があります。

＜自社法＞

発音性

試験結果
※ 当社基準による評価
※ 数値は測定値であり、保証値ではありません。
※ 試験結果は予告なく変更される場合があります。
外部試験機関にて測定
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歩行音の衝撃音遮断効果がある
床材であることを示しています。 衝撃音遮断
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快適な居住空間づくりに欠かせないのが音に関する問題です。マンションの開放廊下や階段など、硬いコンクリート床をハイヒール等で歩行
したりすると、床との間にコツコツといった耳ざわりな衝撃音が発生します。この衝撃音は、密度の高いコンクリート構造体によって、階上・階下
だけでなく室内まで響き、不快な騒音のもとになります。この床衝撃音をJISでは、このようなコツコツという靴音など比較的軽量で硬いもの
が起こすものを軽量床衝撃音と称し、子供が飛び跳ねたりするドスンというような、重くてやわらかいものが起こす衝撃音を重量床衝撃音とし
て区別しています。このうち床仕上げ材で改善できる軽量床衝撃音は、衝撃を吸収する弾力性のある床材を使用することにより軽減効果があ
ります。

JIS A 1440-1「実験室におけるコンクリート床上の床仕上げ構造の床衝撃音レベ
ル低減量の測定方法－第1部：標準軽量衝撃源による方法」準拠床衝撃源として、軽
量床衝撃音発生器（タッピングマシーン）を使用。残響室コンクリートスラブ床板の
厚さは150mmとし、その上に試料を施工し、試験体とします。一般的に2,000～
3,000Hzの範囲が聴覚の感度が高いとされています。

試験方法 

試験結果〈タキストロン〉

タキストロン、ナイスレイシートを施工することによって、 歩行によって発生する「コツコツ」といった軽量床衝撃音が
ほとんど気にならないレベルまで軽減されることがわかります。

※数値は試験値であり、保証値ではありません。
※数値は予告なく変更される場合があります。
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試験結果〈タキステップ〉

タキステップを施工することによって、歩行によって発生する「コツコ
ツ」といった軽量床衝撃音が、ほとんど気にならないレベルまで軽減
されることがわかります。

※数値は試験値であり、保証値ではありません。
※試験結果は予告なく変更される場合があります。
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7.0

2.0

4.0

500Hz

2.0

3.4

3.8

35.1

38.0

14.0

3.0

4.0

1kHz

3.0

6.3

8.1

45.8

54.0

24.0

8.0

4.0

2kHz

5.0

16.6

22.0

58.0

63.0

39.0

22.0

10.0

ｴﾎﾟｷｼ塗床

6W

3W

3W+ナイスレイ

3S

ﾚｯﾂｽﾃｯﾌﾟSW

踊り場ｼｰﾄTW

踊り場ｼｰﾄTR

該当なし

該当なし

該当なし

⊿LL(Ⅰ)-3

⊿LL(Ⅰ)-4

⊿LL(Ⅰ)-1

該当なし

該当なし

軽量床衝撃音レベル低減量
⊿LL等級
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125Hz 250Hz 500Hz 1kHz 2kHz 
オクターブバンド中心周波数

⊿ＬＬ等級グラフ ｴﾎﾟｷｼ塗床
6W 
3W 
3W+ナイスレイ
3S 
ﾚｯﾂｽﾃｯﾌﾟSW 
踊り場ｼｰﾄTW 
踊り場ｼｰﾄTR 

（dB） 

⊿LL(Ⅰ)-5
⊿LL(Ⅰ)-4
⊿LL(Ⅰ)-3
⊿LL(Ⅰ)-2
⊿LL(Ⅰ)-1

軽
量
床
衝
撃
音
レ
ベ
ル
低
減
量

外部試験機関にて測定

試験台の上に試験体を貼り付け300mmの
高さより鋼球を落下させ、その時の発生音
を受音装置にて測定します。
2,000～3,000Hzの範囲が聴覚の感度が
高いとされています。
鋼球サイズ：約３0ｍｍΦ　
試験台厚み：５．６ｍｍ　
押出成形セメント板50mm

試験方法 

1500mm

鋼球
受音装置

試験体

1
5
0
0
m
m

試験台

30
0m
m

マンションの共用廊下や階段、バルコニーで発生する騒音は、居住者や近隣住宅の安眠を妨げるなど、建築主や管理組合にとっても頭の痛い問題
です。タキロンシーアイの床材は塩化ビニル樹脂を主原料とする軟らかい製品ですので、歩行時の足音などを吸収しやわらげる効果があります。

＜自社法＞

発音性

試験結果
※ 当社基準による評価
※ 数値は測定値であり、保証値ではありません。
※ 試験結果は予告なく変更される場合があります。
外部試験機関にて測定
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① ② ③ ④ ⑤

（dB）
平鋼板下地上での発音量

（オクターブ帯中心周波数2kHz）　
① 平鋼板のみ
② RAステップ6W
③タキステップ3W
④タキステップ3W＋ナイスレイ
⑤タキステップ3S

83.1 79.8 
93.5 

70.1 60.4 
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① ② ③

（dB）
平鋼板下地上での発音量

（オクターブ帯中心周波数2kHz）　
① 押出成形セメント板のみ
② タキステップ3W
③ レッツステップSW

94.3 84.2 
69.7 
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥

モルタル下地上での発音量
（オクターブ帯中心周波数2kHz）　

① モルタルのみ
② PRE（総厚2.5mm）
③ PRE＋ナイスレイ（総厚5.5mm）
④ プラスケアXG（総厚3.5mm）
⑤ WB（総厚2.0mm）
⑥ WB＋ナイスレイ（総厚5.0mm）

69.6 64.8 61.1 64.158.4 62.4
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① ② ③ ④

平鋼板下地上での発音量
（オクターブ帯中心周波数2kHz）　

① 平鋼板のみ
② PRE（総厚2.5mm）
③ PRE＋ナイスレイ（総厚5.5mm）
④ プラスケアXG（総厚3.5mm）

94.9
87.2 78.9 79.3
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100 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

（dB）

（dB） （dB）

平鋼板下地での発音量
（オクターブ帯中心周波数2kHz）　
① 平鋼板のみ
② MX（総厚2.9mm）
③ MX＋ナイスレイ（総厚5.9mm）
④ プラスケアMJ（総厚5.0mm）
⑤ プラスケアCJ（総厚5.0mm）
⑥ プラスケアWJ（総厚5.0mm）

83.392.8
74.8 73.4 75.1 74.6

 

歩行音の衝撃音遮断効果がある
床材であることを示しています。 衝撃音遮断
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JIS A 6519※「体育館用鋼製
床下地構成材」9.6(床の硬さ試
験)に準拠
転倒衝突時の床の硬さ測定装
置を用い、床材の上にゴム板を
置き、高さ20 cmから重量
3.85kgの成人男子の頭部モ
デルを自由落下させ、床に衝突
した時の加速度の最大値を測
定します。

シートとドレーンレールの上で運搬用台車を
一定速度で通過させ、そのとき発生する
最大音の測定を実施しました。

タキストロン+ナイスレイシートでは最大30G、タキストロン 
プラスケアでは最大51Gの改善がみられます。
これら転倒衝突事故の中には床材のもつ衝撃吸収性により緩
和できる場合があります。

試験結果試験方法 ※数値は試験値であり、保証値ではありません。
※試験結果は予告なく変更される場合があります。

試験結果試験方法 ※当社基準による評価
※数値は試験値であり、保証値ではありません。
※試験結果は予告なく変更される場合があります。

※JIS改訂により、最大加速度の単位表記が G から m/s2 に変更されました。

衝撃吸収性

頭部モデル

加速度計

ゴム板床仕上材

つり金具
鋼製フレーム

重錘
（1.34kg）

20cm

落下

R：外径　t：厚さ　b：幅

寸法（mm） 重量（kg） たわみ剛性（kg/cm）

3.85 1.71 2.12×103
R＝216.3
t＝8.2
b＝40.0

モデルの
全重量（kg）

フレーム

マンションの開放廊下や学校、幼稚園、老人ホーム等で、滑ったり、つまづくことにより転倒し、身体各部、特に頭部、顔、ひざ、ひじ、腰などに障害
事故が発生する場合があります。転倒時には床材の衝撃吸収性能によって安全性が左右されます。

マンションの共用廊下では台車の通行やキャリーバッグを持って移動するときに発生する音が居住者にとって気になるものです。
タキロンシーアイのノンガタンシステム（プラスケアXG＋ドレーンレールプラスG） は台車等が排水用のドレーンレールを通過する際の
衝撃音をやわらげる効果があります。

人間の頭部をモデル化した装置を用い、転倒衝撃時の安全性からみた床の硬さで測定しました。　
JIS A 6519

床仕上げ材 (G)
104

109

109

118

127

141

125

138

155

衝撃吸収性測定結果（代表値）
(m/s2)
1,019

1,066

1,065

1,156

1,245

1,382

1,225

1,352

1,519

最大加速度

109
109

118
127

141
125 

138 
155 

80 90 100 110 120 130 140 150 160 
最大加速度（G）

最大加速度（m/s2）
784                 882               980              1078             1176            1274            1372             1470            1568

衝撃吸収性

良い 悪い

コンクリート
タキストロン 2.5mm

タキストロン 2.5mm＋ナイスレイシート
タキストロン 2.9mm

タキストロン 2.9mm＋ナイスレイシート

プラスケアWJ  5.0mm
プラスケアXG  3.5mm

プラスケアCJ  5.0mm
104104プラスケアMJ  5.0mm

転倒衝突時の
床のかたさの測定装置

プラスケアMJ 5.0mm
プラスケアCJ 5.0mm
プラスケアWJ 5.0mm
プラスケアXG 3.5mm
タキストロン 2.9mm＋ナイスレイシート 3.0mm
タキストロン 2.9mm
タキストロン 2.5mm＋ナイスレイシート 3.0mm
タキストロン 2.5mm
コンクリート

発音性

（dB）90

70

50

従来品イメージ ドレーンレールプラスG

従来シート+従来ドレーン ノンガタンシステム
（プラスケアXG + ドレーンレールプラスG）

試験データ（台車通過音）

運搬用
台車

ドレーンレール
プラスG

プラスケア
XG

騒音測定器
試験方法

15dB
低減

＜自社法＞

衝撃を緩和する床材である
ことを示しています。

衝撃吸収タイプ

台車などによる通行音を抑制する機能を
持つ床材であることを示しています。

zzz 静音タイプ
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